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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第38期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

第37期

会計期間
自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日

自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日

自　平成19年９月１日
至　平成20年８月31日

売上高 (千円) 2,195,344 795,326 2,927,553

経常損失（△）又は経常利益 (千円) △435,334 268,933 242,058

四半期純損失（△）又は
四半期（当期）純利益

(千円) △77,297 148,417 186,443

純資産額 (千円) ─ 3,652,688 3,792,569

総資産額 (千円) ─ 8,043,250 7,833,735

１株当たり純資産額 (円) ─ 2,818.70 2,886.77

１株当たり四半期純損失（△）又は
１株当たり四半期（当期）純利益

(円) △59.06 114.00 137.52

潜在株式調整後
１株当たり四半期（当期）純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 45.4 48.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △30,678 ─ 110,929

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 190,222 ─ △21,230

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △158,923 ─ 5,223

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 304,770 317,543

従業員数 (名) ─ 143 137

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきまして

 は、記載しておりません。

      ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　 　 ３　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在す

　　るものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　　また、当第３四半期連結会計期間及び第37期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきま

　　しては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間における、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容の重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年５月31日現在

従業員数(名) 143（48）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー含む）は当第３四半期連結会計期間の平均人員を

　（　）外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年５月31日現在

従業員数(名) 90（41）

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー含む）は当第３四半期会計期間の平均人員を

　（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は、生産に該当する事項がないため、生産実績に関する記載はしておりません。

　

(2) 受注実績

当社は、受注生産を行っておりませんので、受注実績に関する記載はしておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

服飾事業 663,878

賃貸・倉庫事業 130,726

不動産仲介業 ─

その他の事業 722

合計 795,326

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成21年３月１日～平成21年５月31日）におけるわが国経済は、世界的

な金融危機による、株安、円高、雇用不安等から消費マインドは著しく低下し、企業業績に深刻な影響を及

ぼしております。 

　このような情勢下、当社グループの服飾事業では前連結会計年度に引き続き、直営店の新規出店展開と

百貨店の新規取引の開拓に注力し業績の拡大を図っております。なお、直営店の再構築のため平成21年４

月末に「逆瀬川店（兵庫県）」を閉店しました。

　賃貸・倉庫事業におきましては、平成21年５月に奈良県天理市に賃貸倉庫を取得し、当事業の強化を

図っております。 

　これらの結果により、当第３四半期連結会計期間の連結業績は売上高795,326千円、経常利益268,933千

円となりました。この主な要因は、営業利益が100,382千円となり、また、営業外費用の「包括的長期為替

予約」の評価損等が177,834千円減少したことによるものであります。税金等調整前四半期純利益は

268,933千円となり、四半期純利益は148,417千円となりました。 
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　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①服飾事業

当事業部門におきましては、直営店の拡販と新規取引百貨店の開拓を図っております。売上高は

663,878千円、営業利益は48,171千円となりました。

②賃貸・倉庫事業

当事業部門におきましては、売上高は130,726千円、営業利益は56,996千円となりました。

③不動産仲介業

当事業部門におきましては、セグメント間の内部取引での売上高が7,320千円、営業利益は1,706千円

となりました。

④その他の事業

当事業部門におきましては、売上高は722千円、営業利益は340千円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

　①流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて153,949千円

(9.4％)増加し、1,783,329千円となりました。これは主に、原材料及び貯蔵品が50,002千円減少したも

のの、受取手形及び売掛金が79,048千円、商品及び製品が107,067千円、繰延税金資産が24,486千円増加

したことによるものであります。

　②固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて55,566千円

(0.9％)増加し、6,259,920千円となりました。これは主に、土地が389,704千円減少したものの、建物及

び構築物が456,641千円増加したことによるものであります。

③流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて138,345千円

(4.7％)減少し、2,831,716千円となりました。これは主に、一年以内返済予定の長期借入金が60,420千

円、通貨スワップ契約等が522,962千円増加したものの、短期借入金が640,000千円、未払法人税等が

117,438千円減少したことによるものであります。

④固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて487,743千円

(45.5％)増加し、1,558,846千円となりました。これは主に、長期借入金の増加482,680千円等によるも

のであります。

⑤純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて139,881千円

(3.7％)減少し、3,652,688千円となりました。これは主に、配当金の支払44,262千円、自己株式の取得

17,761千円、四半期純損失77,297千円の計上によるものであります。
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて

12,773千円減少し、304,770千円となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

通貨スワップ契約等の減少177,069千円、売上債権の増加103,710千円、仕入債務の減少23,547千円等

があったものの、税金等調整前四半期純利益を268,933千円確保したため、当第３四半期連結会計期間

の営業活動によるキャッシュ・フローは35,145千円の収入となりました。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出が306,487千円あり、当第３四半期連結会計期間の投資活動による

キャッシュ・フローは306,487千円の支出となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得11,847千円、配当金の支払14,702千円がありましたが、借入金の増加が281,640千円

あり、当第３四半期連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは255,090千円の収入となりま

した。 

　

 (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　   当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に

       重要な変更はありません。

　

 (5) 研究開発活動

　　 該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

①提出会社

　　　　当第３四半期連結会計期間において、以下の賃貸倉庫を取得いたしました。

事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額(千円)

従業員数
(名)建物及び

構築物
土地
(面積㎡)

その他 合計

忠岡南流通倉庫
（大阪府泉北郡忠岡町）

賃貸・倉庫
事業

賃貸倉庫 367,818
─

( 　─)
119367,938 ─

天理倉庫
（奈良県天理市）

賃貸・倉庫
事業

賃貸倉庫 188,490
77,111
(3,808)

─ 265,602 ─

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

忠岡南流通倉庫は、平成20年12月に取得し、建物は改修中でありましたが、平成21年５月に完工いた

しました。また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はあり

ません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,700,000

計 5,700,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,450,500 1,450,500
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
100株

計 1,450,500 1,450,500― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20、第280条ノ21及び第280条ノ27の規定に基づき発行した新株予約権

は、次のとおりであります。

　

平成15年11月21日定時株主総会特別決議

　

区分
第３四半期会計期間末現在
(平成21年５月31日)

新株予約権の数（個） 123

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 61,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　１株当たり1,600（注）３

新株予約権の行使期間
自　平成17年11月22日
至　平成25年10月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　1,600
資本組入額　　　800

新株予約権の行使の条件 （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─
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(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。なお、平成18年２月10日開催の取締役会決議に

基づき、平成18年３月17日付をもって、株式１株を５株に分割しております。これに伴い、新株予約権１個につ

き目的となる株式数は500株に、新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入

額はそれぞれ1,600円、800円に調整されております。

２　新株予約権の目的たる株式の数

　　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただし、

かかる調整は新株予約権のうち、当該時点で権利行使していない新株予約権の目的たる株式の数についての

み行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。

　　　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

３　新株予約権の行使時の払込金額

　　新株予約権発行後下記の各事由が生じたときは、下記の各算式により調整された１株当たりの払込み金額(以

下、「行使価額」という。)に各新株予約権の目的たる株式の数を乗じた額とする。なお、調整後の行使価額は、

１円未満の端数を切り上げる。

　(1) 株式分割または株式併合を行う場合

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

　(2) 時価を下回る価額で新株を発行(新株予約権(新株予約権付社債も含む。)の行使による場合及び当社の普通

株式に転換できる証券の転換による場合を除く。)する場合、または、当社が時価を下回る価額で自己株式を

処分する場合(以下の算式において、新規発行には処分も含むものとし、その場合の１株当たり払込金額は

１株当たり処分価額と読み替えるものとする。)

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額×
調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数

　　　なお、算式中の既発行株式数には当社が保有する自己株式を含まない。

４　新株予約権の行使の条件

　(1) 新株予約権の割当てを受けた者(以下、「新株予約権者」という。)は、権利行使時においても、当社の取締役、

監査役及び従業員の地位にあることを要するものとする。

　(2) その他の条件については、株主総会決議及び新株予約権発行にかかる取締役会決議に基づき、当社と新株予

約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

５　新株予約権の譲渡に関する事項

　　新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するものとする。

６　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、株主総会決議における新株発行予定数から、退職等

の理由により権利を喪失した者及び権利を行使した者の新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の

数を減じております。
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(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
（千円)

平成21年３月１日
～平成21年５月31日

─ 1,450,500 ─ 564,300 ─ 465,937

　

(5) 【大株主の状況】

① 当第３四半期会計期間において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条第１項の規定に基づき、自己株式を11,000株取得したことにより、平成21年５月31日現在、次のとおり

自己株式を保有しております。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

株式会社カワサキ 大阪府泉北郡忠岡町新浜２丁目９番10号 154,624 10.66

　

② 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、上記以外に大株主の異

　動は把握しておりません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年２月28日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

　　平成21年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ─ ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　143,600 ─ ─

完全議決権株式(その他) 　普通株式　1,306,600 13,066 ─

単元未満株式 300 ─ ─

発行済株式総数 1,450,500 ─ ─

総株主の議決権 ─ 13,066 ─

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式は、全て当社保有の自己株式であります。
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② 【自己株式等】

　平成21年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社カワサキ
大阪府泉北郡忠岡町新浜
２丁目９番10号

143,600 ─ 143,600 9.90

計 ― 143,600 ─ 143,600 9.90

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　９月 　10月 　11月 　12月

平成21年
　１月 　２月 　３月 　４月 　５月

最高(円) 1,2831,080 890 901 899 900 951 1,0251,199

最低(円) 983 710 803 765 760 850 810 913 1,030

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部における株価を記載しております。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 営業第２部長 猪岡功一 平成21年６月30日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）及び当第３四半期連

結累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１

項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成21年３月１

日から平成21年５月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年９月１日から平成21年５月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 304,770 317,543

受取手形及び売掛金 ※2
 344,864

※2
 265,815

商品及び製品 880,771 773,704

原材料及び貯蔵品 120,166 170,169

その他 134,362 103,579

貸倒引当金 △1,605 △1,431

流動資産合計 1,783,329 1,629,380

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 2,480,441

※1
 2,023,799

土地 3,451,049 3,840,754

建設仮勘定 1,809 712

その他（純額） ※1
 37,376

※1
 48,526

有形固定資産合計 5,970,677 5,913,793

無形固定資産 12,348 11,432

投資その他の資産

その他 283,931 299,954

貸倒引当金 △7,035 △20,826

投資その他の資産合計 276,895 279,127

固定資産合計 6,259,920 6,204,354

資産合計 8,043,250 7,833,735
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 47,336 49,118

短期借入金 1,650,000 2,290,000

未払法人税等 22,851 140,289

賞与引当金 26,520 11,760

通貨スワップ契約等 522,962 －

その他 562,046 478,892

流動負債合計 2,831,716 2,970,061

固定負債

長期借入金 1,189,070 706,390

役員退職慰労引当金 164,633 159,417

負ののれん 59,294 71,153

その他 145,849 134,143

固定負債合計 1,558,846 1,071,103

負債合計 4,390,562 4,041,165

純資産の部

株主資本

資本金 564,300 564,300

資本剰余金 468,338 468,338

利益剰余金 2,834,474 2,956,033

自己株式 △211,979 △194,218

株主資本合計 3,655,132 3,794,453

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,444 △1,883

評価・換算差額等合計 △2,444 △1,883

純資産合計 3,652,688 3,792,569

負債純資産合計 8,043,250 7,833,735
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年５月31日)

売上高 2,195,344

売上原価 1,125,118

売上総利益 1,070,225

販売費及び一般管理費 ※
 936,862

営業利益 133,362

営業外収益

受取利息 146

受取配当金 250

負ののれん償却額 11,858

その他 1,618

営業外収益合計 13,873

営業外費用

支払利息 26,956

為替差損 550,168

その他 5,445

営業外費用合計 582,570

経常損失（△） △435,334

特別利益

固定資産売却益 357,672

特別利益合計 357,672

税金等調整前四半期純損失（△） △77,661

法人税、住民税及び事業税 1,929

過年度法人税等 14,767

法人税等調整額 △17,061

法人税等合計 △364

四半期純損失（△） △77,297
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

売上高 795,326

売上原価 382,931

売上総利益 412,394

販売費及び一般管理費 ※
 312,012

営業利益 100,382

営業外収益

受取利息 2

負ののれん償却額 3,952

その他 364

営業外収益合計 4,319

営業外費用

支払利息 8,427

為替差損 △177,834

その他 5,175

営業外費用合計 △164,231

経常利益 268,933

税金等調整前四半期純利益 268,933

法人税、住民税及び事業税 635

過年度法人税等 14,767

法人税等調整額 105,112

法人税等合計 120,516

四半期純利益 148,417
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △77,661

減価償却費 112,700

負ののれん償却額 △11,858

支払利息 26,956

為替差損益（△は益） 13,395

固定資産売却損益（△は益） △357,672

売上債権の増減額（△は増加） △79,048

たな卸資産の増減額（△は増加） △57,064

仕入債務の増減額（△は減少） △1,782

通貨スワップ契約等の増減額(△は減少) 522,962

その他 34,196

小計 125,122

利息及び配当金の受取額 396

利息の支払額 △26,483

法人税等の支払額 △129,713

営業活動によるキャッシュ・フロー △30,678

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △999,293

有形固定資産の売却による収入 1,195,596

その他 △6,080

投資活動によるキャッシュ・フロー 190,222

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △640,000

長期借入れによる収入 750,000

長期借入金の返済による支出 △206,900

自己株式の取得による支出 △17,761

配当金の支払額 △44,262

財務活動によるキャッシュ・フロー △158,923

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,395

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,773

現金及び現金同等物の期首残高 317,543

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 304,770
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日　至　平成21年５月31日)

１　会計方針の変更

　（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

  通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、移動平均法による原価法によっておりました

  が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７

  月５日 企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、移動平均法による原価法（収益性の低下による簿

  価切下げの方法）により算定しております。 

　  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益が

  7,595千円減少し、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が7,595千円増加しております。 

　　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日　至　平成21年５月31日)

１　棚卸資産の評価方法

  棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

  簿価切下げを行う方法によっております。 
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,644,139千円

 

※２　  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

      については、手形交換日をもって決済処理して

      おります。 

　　　  なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融

      機関の休日であったため、次の四半期末日満期

　　　手形が、四半期末残高に含まれております。 

　　　受取手形　　　　　　　　　　     1,074千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,542,097千円

 

※２　  期末日満期手形の会計処理については、手形

      交換日をもって決済処理しております。 

　　　  なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日

      であったため、次の期末日満期手形が、期末残

      高に含まれております。 

　　　受取手形　　　　　　　　　　　　　1,878千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成21年５月31日)

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

   は次のとおりであります。

　　　給与及び賞与　　　　　　　430,722千円

　　　賞与引当金繰入額　 　　　　26,520千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　5,216千円

　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　1,115千円

　
第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

   は次のとおりであります。

　　　給与及び賞与　　　　　　　143,035千円

　　　賞与引当金繰入額　 　　　　11,044千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　1,846千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成21年５月31日)

※　  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

  現金及び預金 304,770千円

  現金及び現金同等物 304,770千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年５月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日

　至　平成21年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,450,500

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 154,624

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月26日
定時株主総会

普通株式 29,559 22.50平成20年８月31日 平成20年11月27日 利益剰余金

平成21年４月13日
取締役会

普通株式 14,702 11.25平成21年２月28日 平成21年５月14日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年５月31日）

　対象物の種類が通貨関連のデリバティブ取引が、当社グループの事業の運営において重要なものとなって

おり、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

  デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

  通貨関連

種類 契約額等
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

　通貨スワップ取引　　　　　　 2,545,800△5,768 △60,680

　クーポンスワップ取引　 8,047,325△240,693△247,056

　通貨オプション取引 　 　 　

　　　　　買　建 1,287,913 96,052 44,680

　　　　　売　建 2,318,208△372,553△271,637

　　　　　　計 3,606,122△276,501△226,956

合計 14,199,247△522,962△534,693
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　
服飾事業
(千円)

賃貸・倉庫
事業
(千円)

不動産
仲介業
（千円）

その他の　
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

663,878130,726 ─ 722 795,326 ― 795,326

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 3,523 7,320 ─ 10,843（10,843） ―

計 663,878134,2497,320 722 806,170（10,843）795,326

 　　　営業利益 48,17156,9961,706 340 107,215（6,832）100,382

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年５月31日)

　
服飾事業
(千円)

賃貸・倉庫
事業
(千円)

不動産
仲介業
（千円）

その他の　
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,817,523376,666 ─ 1,1532,195,344― 2,195,344

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

30 9,84365,477 ─ 75,351（75,351） ―

計 1,817,554386,50965,4771,1532,270,695（75,351）2,195,344

営業利益又は営業損失（△） △1,264157,81627,587 571 184,711（51,348）133,362

(注)１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

(1) 服飾事業………………シェニール織高級タオル、婦人身の回り品(バック、ハンカチ)、婦人ウエア(ブラウ

ス、セーター)、バス・トイレタリー製品

(2) 賃貸・倉庫事業………不動産の賃貸、商品の保管及び荷役の作業

(3) 不動産仲介業…………不動産の賃貸及び売買の仲介業

(4) その他の事業…………保険代理業

　　２　会計方針の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

  通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、移動平均法による原価法によっておりましたが、第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日

企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）により算定しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の服飾事業の営業損失が7,595　　

千円増加しております。 

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年５月31日)において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会

社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年５月31日)において、海外売上高がないため該当事項はありませ

ん。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

　 　

　 2,818円70銭
　

　 　

　 2,886円77銭
　

　

　　(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

（四半期）連結貸借対照表の純資産の部の合計
額(千円)

3,652,688 3,792,569

普通株式に係る純資産額(千円) 3,652,688 3,792,569

差額(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 1,450,500 1,450,500

普通株式の自己株式数(株) 154,624 136,724

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株
式の数(株)

1,295,876 1,313,776

　

　

２　１株当たり四半期純損失又は四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成21年５月31日)

１株当たり四半期純損失(△） △59円06銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円─銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。
　

　

　　(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成21年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △77,297

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △77,297

普通株式の期中平均株式数(株) 1,308,709

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につい

て前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

─
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第３四半期連結会計期間
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

１株当たり四半期純利益 114円00銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円─銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。
　

　

　　(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 148,417

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 148,417

普通株式の期中平均株式数(株) 1,301,943

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につい

て前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

─
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

１　自己株式の取得

　　当社は、平成21年７月13日開催の取締役会におい 

　　て会社法第165条第２項の規定による定款の定め

　　に基づき、自己株式を取得することを決議いたし

　　ました。なお、概要については次のとおりであり

　　ます。

　 (1)自己株式の取得を行う理由

　　　機動的な資本政策を遂行するためであります。 

　 (2)取得の内容

　　　①取得の方法

　　　　大阪証券取引所における市場買付

　　　②取得する株式の種類

　　　　当社普通株式

　　　③取得する株式の総数

　　　　25,000株（上限）

　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対

　　　　　　する割合1.93％）

　　　④株式取得価額の総額

　　　　40,000千円（上限）

　　　⑤取得期間

　　　　平成21年７月15日～平成21年８月31日

　

　

　

　

２【その他】

第38期（平成20年９月１日から平成21年８月31日まで）中間配当については、平成21年４月13日開催の

取締役会において、次のとおり決議いたしました。

　　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　       14,702千円

　　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　   11円25銭

　　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成21年５月14日

　（注）平成21年２月28日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行っております。　　　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月14日

株式会社カワサキ

取締役会　御中

　

あ ず さ 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　日根野谷　　正　　人　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　黒　　木　　賢 一 郎　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワサキの平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年３月１日から平成21年５月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年９月１日から平成21年５

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワサキ及び連結子会社の平成21年

５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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